
イワシ運搬船に乗ってみて

加 工 部 西 紘 平

野 俣 洋

漁業資源部 長 浮 和 也

まき網漁獲 イワシの船内鮮度保持の実博を調べ､併せて､施氷点 と鮮度の関係の試

験調査を北海道漁業公社gFr鈷漁業部のご協力を得て行った際のイワシ運搬船の姿は

次のようでした｡●●

■
② 出港後､約3時rulで漁JAに到T.｢書A網スタンJt ① 昭和56年9月30日 午抑4時 北海道漁暮公社所

イ｣の合図で､タンプルから保冷用の砕氷が出され JIの三栄丸に*り込t:｡午前5時 日の出とともに出
甲板に山fIみし､維網を待つ｡

Q) 連棚 を本船にtIづけするかたちで次Fに群がし

はられてゆく､この頃になると本船とのWの■かな海

面にイワシの群形が見えはじめ､海面の色が変ってき

た｡

兼､広Jt沖の漁甥へ全速力で向った｡

@ 網を書き担えた本船(網姫)からは7h珠をfIんだ

レッコ舶が降ろされる｡レッコ船は鞘の内■Jを走りな

がら､網の中の魚群の様子を逐次本船に無頼で報告す

る｡
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@ モッコからタン1ルヘ九のように落されるイワシ

に船JLが次々と保冷用の砕氷を投げ込む.加 トン以上

もあるタン1ルが.みるみるうちに,イワシでうめつ

くされた.

@ gtみ込みが牲丁した本船では.大型のウインチで

れをきれいにたたみながら甲板に牧零し.次の漁4へ

と向う｡

終 りに､この調査に種々こ便宜 を賜 った

北海道漁秦公社釧緒漁業部三浦部長､生田

課長､および三栄丸船長他案観月の侍様に

お礼申し上げます｡

(9 大tのイワシで井き立つ九両から,ウインチに屯
り*けられたき★姫のモヮコがすくい上けるように次

警 ;三言芸苦呈誓 三･,;;孟諾 言霊 悪霊震●
あたりはIL然となる.

① 柵やM始故.約 1時肌 lつのタンプルがイワシ
でいっぱいになった｡タン1JL,は､すばやくフタがさ

れ､ウインチからは､モッコがはずされる.

′

⑧ 水恥 1のため軌持兼へ向う#*船のあとには､甲

8iif沖のためにこぼれ茅ちるイワシをねらって､カモ

メが群がる.
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